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会長：中村 義英　副会長：長沼 一雄　幹事：片岡 邦夫　会報委員長：藤野 勝彦

<２００５－２００６年度テーマ>
・超我の奉仕 　ＲＩ会長 カール・ウィルヘルム・ステンハマー

・超我の奉仕 　2580地区ガバナー 古宮　誠一

・２０周年を迎えて、更に大きく『愛』の輪を 　クラブ会長 中村　義英

今日の卓話 ◎次回卓話予定（３月８日）

　　　｢ロータリーの究極にあるもの」

　　　　　弁護士　中央大学名誉教授 ・・・家族会の報告会・・・

　　　　　　　　　　　　小　堀　憲　助　様

　　　　　　　　   　      　         紹介者 ： 植木 榮 君

＜３月の卓話予定表＞

3月1日 第１例会・誕生日 弁護士　中央大学名誉教授　小堀憲助様

8日 出席１００％ 家族会報告

14日 北分区 ＩＭ ３月１５日I.M.に振り替え

15日 休日 ＩＭに振り替え

22日 休会

29日 理事会報告 弁護士　神崎正陳様　　紹介者：植木栄君

　[ 平成１８年２月２２日　第９７８例会の記録 ]

【会長報告】　＜中村会長＞

　久しぶりの夜間例会です。卓話は立川談幸師匠です、皆さん大いに楽しんで下さい。

　トリノでは日本選手が一生懸命頑張っていますが、まだメダルはゼロです。大きな舞台で普段通りの

結果を出す事は本当にむずかしい事です。日本期待のフィギア三人娘に頑張ってもらいましょう。

　２６日（日）には隅田公園で梅の古木の贈呈式があります、全員の皆様の出席をお願い致します。

【幹事報告】　＜永井次年度幹事＞

　２月２６日（日）の梅の古木植栽については「理事会が承認する奉仕プロジェクト」として認められました。

【委員会報告】

【社会奉仕委員会】　＜吉沼委員長＞

　梅の古木贈呈式は 当クラブ創立 二十周年の奉仕の公式行事です。全員の出席をお願いします。

【米山奨学委員会】　＜藤野カウンセラー＞

　昨日2月21日午後2時半より、学士会館で行われた米山奨学生の終了式典に李君と出席致しました。

　2580地区の奨学生一人一人の奨学金などへの感謝のこもった挨拶に大変感動致しました。

【青少年奉仕委員会】　＜須藤委員長＞

　愈々、中国語勉強会も３月8日に 終回をむかえます、謝謝。ついては李先生を囲んでPM 8:00より

カラオケ食事会を予定しています。ご案内致しますのでどなたでも奮ってご参加をお願いいたします。



例会出席報告
 来訪者数 会員出席率

ゲスト４名　　 ビジター ０名 第９７８例会 総数４９名, 出席３５名, 欠席１１名, 出席率 ７６.0９%

第９７６例会 修正変更後／０名欠席　出席率１００%(免除 2名)　

ニ　コ　ニ　コ　ボ　ッ　ク　ス

■上野、植木、斉藤、宮村、太田、松崎、潮田、天笠 ■遠藤（国際奉仕）君

長沼、吉田、長堀、原田、藤野、笹生君 今月の世界理解月間に因み「ロータリーの友」２月号、

立川談幸師匠、お話楽しみにしております。 ガバナー月報、牧野さんの卓話と有難うございました。

■片岡幹事 ■家庭集会 Bグループ一同

永井さん、今日は幹事役よろしくお願いいたします。 Bグループ家庭集会の残金をニコニコします。

柿沼前会長と共に、東京豊島東R C２０周年記念 ■古谷　君

例会に出席してまいります。 李君、須藤君 中国語教室に欠席し申訳ありません。

対 不 起 （トゥィプチ）「ごめんなさい！」

【卓　話】

写真 　　　　「テーマ／お楽しみに・・・」

　　　　　　　　　　　　　　　落語家　　立川談幸師匠

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　

　職業としての落語家の誕生は約２００年前（１７９８年）、三笑亭可楽が

江戸・下谷神社の境内で木戸銭を取って演じた事に始まり、江戸落語発

祥の地として碑が立てられています。

　落語家に入門すると［前座（５～６年）］、［二つ目（５～１０年）］、真打と

なってゆきますが、近年この上に『人間国宝（重要無形文化財保持者）』が２人生まれました。東京で小さん

師匠、関西で米朝師匠です。

　入門しても直ぐ前座にはなれず、[見習]となる。喰えないが確定申告は必要で先輩に言われたとおりに

「喰えない」を連発するも認めてもらえず、小咄を一つ伺うと、なるほど喰えませんなと認めてくれた。〔笑い〕

　「笑う門には福来る」の諺にもあるように、人間の体に笑いは効果がありますな。リューマチの患者さん

などは寄席に直接来て笑っていると直ってしまう。間接（関節）的に効くのでしょね。〔笑い〕

　日本は長寿国、高齢化社会。予防医学の普及が説かれ、足腰を鍛えることで脳を刺激する。中高年の

山登り、今の年寄はお気の毒ですよね。何て云ったって自分で登らなきゃならない。昔は良かったよね、

孝行息子が負ぶってくれた、でも下山は何故か息子は一人で。〔笑い〕

　「夫婦喧嘩は犬も食わない」　現在の言葉では「家庭内暴力」　昔の夫婦は口を利かない方が仲が良い。

「以心伝心」お茶を飲みたいなと思えば、羊羹まで付いて「はいお茶」。新聞を読みたいなと思えば「はい

夕刊」。今はどうでしょう？　お茶を飲みたいなと思ってもまず５分待つ、来ない、「お茶」と言う、「お茶がどう

したの」とくる。しょうがないなと自分で入れてると「あたしのも入れて」。〔笑い〕

　熟年離婚、この頃多いですね。旦那が奥さんに見放される。こうならない為の円満の秘訣は女房をほめ

ること。子育てもすんで夫婦二人で旅行に行く。景色を見て妻が「ワー綺麗！」。旦那はすかさず言わなけ

れば駄目ですよ。「おまえの方がもっと綺麗だよ」。でも妻が「ワーすごい！」「おまえの方がーー」〔笑い〕

　終わりに皆様に一言。「今日はサファリパーク状態でした」？「放し飼い（話甲斐）がありました」。〔笑い〕
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